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　　　　　　　　　　　　設　　へ　　お　　き

　御承知の如く八月は一ケ年通じて最：も多く流星の出現する月であって，

チャムバース（Chambers）によれば一年に出現する流星の約4割は八月に

属するミ云はれてるます．これは一にペルセウス流星群に依るものであり

ます。今この著名な流星群の性質，軌道，歴史等を述べる事は無駄でない

こεε信じ，筆を執らせて戴きましナこ．

　　　　　　　　X　　　　X　　　　X　　　　X　　　　X

　此ペルセウス流星群（Perseids）は毎年六月下旬若しくは七月上旬に於て

既に認められ，8月20日頃まで其の出現を纏擁するものであるが，出現の最

も多いのは現在では8月11日より13日頃まで0）夜霧後’で，一時間に数十個乃

至数百個も藪へられる．この流星群の出現状態は毎年著るしい相異は認め

られないが，注意深く観測結果をしらべるミ塘減の傾向は推知し得るもの

である．例へば西暦1910年頃の出現は其前後ミ比して寡い様であったが，

1920－1922年頃には稻著しい出現を見せた．越えて1923年後は亦復減少の

道を辿ってみる．然し乍ら十一月の獅子座流星群（Leonids）の如く著るし

い流星雨ミなって出現するが如き事はない様である，尤も出現の歴史をナこ
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されば著るしかつナニ年代を推定し得るものである．次に古代の記事を抽出

しよう．

　　　　　　　　（1）ペルセウス流睾雨の出現史

　此流星雨出現の古代記事はHerrick，　Quさtelet，　Li亡trow，　Biot，　Newton（米

國の天文學者）等の手に依って研究されkが，次にNewtonの集録しk表

をのせるこεにしナこ．併せて春分黒占移動の爲1850年に移動した日付を添加

して置いた．

　　　　　　　　　　　第　　　　一　　　　表
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　Newtonは第一表の十個は正しくペルセウス群に屡すべしε推噺し得た

が，第二表の5個には論及しなかった，二者にも既に御承知の事ミ思ふか7

月末（28日から30日頃を中心εして）水瓶座流星群ご云ふ流星群が可成著る

しく出現しますe縫って第二表中の（2）及び（4）はこの流星群の著るしい出

現であろご二三するのが至當である葛思はれる．他の3個はその何れかに

属すεも判断し難い．或ひは全く別の流星群に属すものであらうか．
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（2）輻射監と其移動

　ペルセウス流星群の輻射鮎を決定した最初の人はNew　YorkのG．　C．

Schaefferで，實に1837年の事である．彼は8月9日の観測より，大約α（赤経）

＝55。Cδ（赤緯）＝＋600を輻射ミ決定しtこ．然るに其後多くの人々によって

輻射黒皇に關する二つの著しい性質を指摘された．其の一は輻射貼が甚だ旧

い面積を有するこε．他はペルセウス群出現の期間その輻射鮎は位置を移

動するこε．ミこの二つであるe前者についてSchiaparelliは主要輻射鮎

の近傍に多くの面谷的輻射匙（Parasitical　Radiant）が存在すべしεしてこ

れを説明しナこ．この事實は観測の誤差を除いても可成の廣さを持つもので

あるこミは観血の沁々にも承認されてるるこミである．鯨談に亙るが胴丸

Dorpatの◎pikは1921年8月10日及12日ペルセウス群輻射鮎の面積中心を

求むる爲流星を5吋望遠鏡にて観測し，15個の千路を得ナこ。12日に観測した

る工4個のものより二つの輻射馳を決定し得た．師ち14個の中の5個よりCt・＝

42．50～δ＝＋58。15’．他の9個より・一4000，δ＝＋55。35’を得，輻射面積ミし

て前者は3．3。×1．3。の楕語形を，後者は5．7．×2．20・の油壷形を得ナこ．

　第二の性質輻射鮎の移動を始めて明らかにしたのはNew　YorkのA。　C．

TWinningであらう．彼は1858年置1859年，1860年及，1861年に於けるペルセ

ゥス流星群を観測し1861年その輻射瓢が8月10日より13日まで間に移動を

するこεを公表しナこ．

　然し英國BristolのW．　E　Denningが此問題に關する決定的な断定を下

しk事は雫はれない二二であらう．Denningは人も知る流星天文學0）世界

的大豪威であるが，其観測によりペルセウス流星群は7月に始まるここを

観測より看破し其輻射貼は一夜侮に規則的な曲線に沿ひて移動し．8月20

日其の出現が終嶋するに至るまで赤経の壇加を催績するこミを明らかに

しナこ．彼がこれについて最初の注意を携つfのは1877年である．

　次に示せる表は7月15日目り8月19日までの輻射瓢位置であるが．併せて

其移動の襟子を明らかならしむる爲に星座を挿入して置いfこ．
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　　　　　　　　　　（5）ペルセウス流星群の軌道

　この流星群の軌道についての最初の研究者はBQguslawskiである．彼は

1838年8月10日の観測を基Sして5個の二物線軌道を求めた，其後A．Erman

（Berlinの教授），　Daniel　K：irkwood，　A．　C．　Twinning，　Newton，　Schiaparelli

等に依ってこの流星群の諸性質及軌道等の研究をなされたが1866年終に

Schi　p．．relliは1862年第三彗星ミの連結を必見するに至った．」．　V．　Schiapa一



ペルセウス流星群（小旗） o．99

relliはItaly國Milanの天文學者で火星表面學の方面に多大の貢献をしナこ

人であるこミは，特に有名であるが，叉流星についても夙に研究をはじめ

た．最近まで唯一の流星に關する著書であったStemschnUppenは彼の手

によって書かれたものである．

　彼は1866年8月9日10日11日の観測より輻射織をct＝440，δ・＝十56’ミし，

且此年の流星出現の極大が8月10．75日に來れりS推定し次表の如き軌道を

計算した．しかるに1862年第三彗星の軌道要素こを比較しナこ結果，その要

素が全く符合せるを護見し．ここに流星群こ彗星ミの皆野を最初に野里し

得たのであった．すべての計算は同年11月に終了し12月襲表されk．

　　　　　　　　　　　第　　　　四　　　　表

軌　　道　　要　　素

面　日　黒占通過　　（T）

交粘通過の日付

近日黒占の黄系墾　　（sc）

昇交瓢の黄経（g．）

軌道の傾斜（］）

近日黙の距離（q）

週　　　　　期　（P）

ペルセウス流星群

7月23．62日

8月10．75日

343つ48，

1380　1　，

1150　57t

O．9543

108年7

1862年第三彗星

s

1862年8月22・9日

34404エノ

137e　27，

1130　34，

0．96z6

12L5年

　この表中最後の欄に於ける108年ε云ふ週期は次の如き古き古代記録を

基εしてみる．邸ち第一表にも示せる如く．Quさtelet及びBiotの目録よ

り得た出現年を次の如く匠喧して大約百八年飴なるこεを推知し得たので

ある．

　A830年，833年，835年，841年

　B　925年，926年，933年

　C　1029年

　D　1243年

　E　1451年

　F　　　I779年，　1784年，　1789年

　　（此表中C及びFのものはNewtonの表中にはない）

　これによって見らるる如く獅子座流星群の極大が僅かに2，3年の廣が
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りを持つに反し．ペルセウス群の延がりは20年以上にも及んでみる．便宜

のため次へ流星群の軌道圏を挿入して置いた．
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　1862年第三彗星の出現當時は其の前後の年よりも流星の出現藪は幾分豊

富であったやうである．週期が120年なるにより此次の回蹄は工980年代で，

本年あたりは遠日鮎の附近を彗星は蓮行してみる筈である．叙一しの事實よ

り推論すれば．この流星群は老期の流星群こ稔し得べく．その軌道全禮に

分布し，馬丁軌道ε垂直：の方向にも可成廣がつてみる様である．

　　　　　　　　　　　む　　　　す　　　　び

　この流星群の週期は未確定のものであり．輻射鮎の廣がり．その移動等

についても爾多くの問題を残してみるものであるから，これ等の研究を観

測により燧回して行くこミは甚だ償値のあるこεである．殊にその出現の

時期は三三に比較的樂である夏の夜であり，出現撒の豊富なる事より流星

凝測の着手ミしてこれを選ぶこミは恰好のものE思ふ，この意味に於て會

員方にこの流星群を観測され，極大日時の確定，輻射貼及び其性質等の研

究をなされん事を希望して筆を弾く次第である．（1923，5，15）


